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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和2年8月6日(2020.8.6)

【公表番号】特表2019-531493(P2019-531493A)
【公表日】令和1年10月31日(2019.10.31)
【年通号数】公開・登録公報2019-044
【出願番号】特願2018-568367(P2018-568367)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   6/00     (2006.01)
   Ｂ６３Ｂ  59/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    6/00     ３０１　
   Ｂ６３Ｂ   59/04     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】令和2年6月26日(2020.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導光器及び層エレメントを有する導光器エレメントであって、前記導光器は導光器面を
有し、前記層エレメントは光学層を有し、該光学層は前記導光器面の少なくとも一部と接
し、該光学層は２８０ｎｍにおいて１.３６より小さな第１屈折率を有し、前記導光器が
ＵＶ放射透過性導光器材料を有する、導光器エレメント。
【請求項２】
　前記光学層は光学層材料を第１層厚ｈ１で有する１以上の第１領域及び前記光学層材料
を０≦ｈ２≦ｈ１の範囲内の第２層厚ｈ２で有する１以上の第２領域を備えるパターン形
成された光学層であり、該光学層がＵＶ放射透過性光学層材料を有する、請求項１に記載
の導光器エレメント。
【請求項３】
　前記第１屈折率が２８０ｎｍにおいて１.３０以下であり、前記光学層が５～７０％の
範囲内の多孔率を有する多孔性光学層である、請求項１又は請求項２に記載の導光器エレ
メント。
【請求項４】
　光学層材料がゾル-ゲル材料を有する、請求項１から３の何れか一項に記載の導光器エ
レメント。
【請求項５】
　前記層エレメントは、前記光学層を有すると共に該光学層の少なくとも一部に接する第
２層を更に有する積層部を備え、前記第２層がＵＶ放射透過性光学層材料を有する、請求
項１から４の何れか一項に記載の導光器エレメント。
【請求項６】
　第２の導光器面を有し、第１の導光器面と該第２の導光器面との間の距離は前記導光器
の厚さを定め、当該導光器エレメントが前記第２の導光器面の少なくとも一部に接する第
３層を更に有する、請求項１から５の何れか一項に記載の導光器エレメント。
【請求項７】
　第２層は（ａ）シリコン樹脂及び（ｂ）フッ素重合体の１以上を有し、該第２層は前記
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導光器内へのＵＶ光吸収有機分子の侵入を防止し、前記第３層は（ａ）ＵＶ放射に対する
反射性、（ｂ）前記導光器を物体へ付着させるための接着性、（ｃ）当該導光器エレメン
トの補強及び（ｄ）前記導光器の保護からなる群から選択される１以上の機能を有する、
請求項５又は請求項６に記載の導光器エレメント。
【請求項８】
　前記導光器はＵＶ放射透過性液体により充填された閉じたキャビティを有し、該導光器
は前記キャビティを画定するシリコン樹脂を有する第１材料を有し、前記ＵＶ放射透過性
液体が水を有する、請求項１から７の何れか一項に記載の導光器エレメント。
【請求項９】
　請求項１から８の何れか一項に記載の導光器エレメント及び光源を有する生物付着防止
システムであって、前記生物付着防止システムは前記導光器面を有する放射出射窓を有し
、前記光源は前記導光器内にＵＶ放射を供給し、前記放射出射窓は該ＵＶ放射の少なくと
も一部を透過させる、生物付着防止システム。
【請求項１０】
　前記光源は発光面を有し、該発光面が前記導光器内に配置される、請求項９に記載の生
物付着防止システム。
【請求項１１】
　前記導光器が前記放射出射窓の下流においてＵＶ放射の均一な分布をもたらす光学構造
を更に有する、請求項９又は請求項１０に記載の生物付着防止システム。
【請求項１２】
　前記導光器はＵＶ放射透過性液体で充填された閉じたキャビティを有し、該導光器は前
記キャビティを画定するシリコン樹脂を有する第１材料を有し、前記ＵＶ放射透過性液体
は水を有し、前記第１屈折率が２８０ｎｍにおいて１.３０以下である、請求項９から１
１の何れか一項に記載の生物付着防止システム。
【請求項１３】
　使用の間において少なくとも部分的に水中に沈められる物体であって、請求項９から１
２の何れか一項に記載の生物付着防止システムを有し、該生物付着防止システムが照射段
階の間においてＵＶ放射により（ｉ）当該物体の外部表面の一部及び（ii）前記外部表面
の前記一部に隣接する水のうちの１以上を照射する、物体。
【請求項１４】
　使用の間において少なくとも一時的に水に曝される物体に請求項９から１２の何れか一
項に記載の生物付着防止システムを設ける方法であって、前記生物付着防止システムを前
記物体に、該生物付着防止システムがＵＶ放射を前記物体の外部表面の一部及び該一部に
隣接する水の１以上に供給するように配置されるようにして設けるステップを有する、方
法。
【請求項１５】
　物体の外部表面における生物付着を防止及び／又は低減する方法であって、前記外部表
面は前記物体の使用の間において少なくとも一時的に水に曝され、当該方法は、生物付着
防止システムによりＵＶ放射を発生するステップと、該ＵＶ放射を前記物体の前記外部表
面及び該外部表面に隣接する水に供給するステップとを有し、前記生物付着防止システム
が請求項１から８の何れか一項に記載の導光器エレメントを有する、方法。
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